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最優秀賞 駅前組祭典部 「知盛
とももり

壇
だん

ノ
の

浦
うら

に散
ち

る」

優秀賞 新道組祭典部 「め組
ぐみ

辰
たつ

五
ご

郎
ろう

火
ひ

消
け

しの場
ば

」

秀作 馬門組祭典部 「 鐘
しょう

馗
き

」
最優秀賞を受賞した駅前組祭典部の皆さん
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当町の夏の風物詩「２０２４のへじ祇園まつり」が、８月２２日の八幡宮へ大しめ縄を奉
納し、海上安全・大漁祈願を行う神事からスタートしました。
２３日には、野辺地駅前広場に各祭典部が集まり、趣向を凝らして制作した豪華絢爛な山

車が立ち並びました。その後、祇園囃子・神楽の競演で一気に盛り上がりを見せ、勢いをそ
のままに合同運行が行われ、野辺地駅前から野辺地八幡宮まで運行されました。
山車表彰式では、駅前組祭典部の「知

とも
盛
もり

壇
だん
ノ
の
浦
うら
に散

ち
る」が最優秀賞を獲得しました。

２４日の海上渡御は強風のため中止となりましたが、各祭典部が町内を練り歩き、祭りの
音色を響かせました。
２５日の最終日山車合同運行では、各祭典部の山車や祇園が沿道の観客を魅了しました。

また、鰺ヶ沢町から田中町町内会の皆さんが北前船によって伝わった祭りに関する交流事業
の一貫として、駅前組祭典部に参加しました。

金沢町組祭典部 「三
み

方
かた

ヶ
が

原
はら

の戦
たたか

い」 下町組祭典部 「蒼前宮
そうぜんぐう

伝説
でんせつ

」

浜町組祭典部 「神
じん

亀
き

と恵
え

比
び

寿
す

浜町
はままち

の宝
たから

船
ぶね

」

流粋賞・特別賞 下袋町組祭典部

「 児
じ

雷
らい

也
や

」

野西高祭典部 「大
おお

江
え

山
やま

鬼
おに

退
たい

治
じ

源
みなもとの

頼光
よりみつ

」
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令和５年度一般会計の決算額は、歳入総額87億9,470万円、歳出総額86億4,297万円、
歳入歳出の差引が1億5,173万円となりました。このうち翌年度へ繰越して実施する
事業の財源5,038万円を差し引いた実質収支額は、1億135万円の黒字となりました。
前年度と比較すると、歳入は11億3,106万円（14.8％）の増、歳出は11億5,586万円（15.
4％）の増でした。
決算額が増加した主な要因は、役場新庁舎建設費が14億313万円増の15億1,333万
円となったことです。これに要する財源として町債を11億3,410万円発行し、残りは
役場庁舎建設基金から繰り入れました。また、生活支援臨時特別給付金事業8,510万
円、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業6,762万円、低所得世帯向け
物価高騰対策給付金事業1億3,077万円、均等割課税世帯・低所得子育て世帯物価高騰
対策給付事業4,156万円、水道基本料金減免事業2,280万円などを実施しました。

歳入
町税内訳

区 分 令和４年度末 積 立 取 崩 令和５年度末
財政調整基金 10億 829万円 8,825万円 0万円 10億9,654万円
減債基金 5,406万円 2,395万円 0万円 7,801万円
役場庁舎建設基金 8億 720万円 1億2,709万円 3億8,254万円 5億5,176万円
学校建設基金 5,774万円 0万円 410万円 5,364万円
子育て支援基金 0万円 1億 円 0万円 1億 円
その他の基金 5億7,803万円 1億1,951万円 4,249万円 6億5,504万円

合 計 25億 532万円 4億5,880万円 4億2,913万円 25億3,499万円

●一般会計積立金現在高

※ 端数の四捨五入により合計額が一致しない場合があります。



●一般会計町債現在高
区 分 令和４年度末 発 行 償還 令和５年度末

臨時財政対策債 22億7,623万円 2,405万円 2億3,634万円 20億6,394万円
過疎対策事業債 24億 725万円 3億1,110万円 3億5,966万円 23億5,869万円
その他一般会計債 7億6,781万円 11億4,140万円 1億3,820万円 17億7,101万円

合 計 54億5,129万円 14億7,655万円 7億3,420万円 61億9,364万円
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歳出

町民１人当たりでは… （令和６年３月31日現在の人口1131人で）

令和５年度別

* 水道事業の資本的収支で、収入が支出に対して不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
当年度分損益勘定留保資金、建設改良費積立金で補てんしました。

科目の説明
議 会 費 議会運営のための経費
総 務 費 庁舎管理や戸籍、選挙などの経費

民 生 費 高齢者や障がい者、子育てなど
を支えるための経費

衛 生 費 ごみ処理や健康づくり、病院な
どにかかる経費

農林水産業費 農林水産業の振興のための経費
商 工 費 観光や商工業の振興のための経費
土 木 費 道路や川の整備、除雪のための経費
消 防 費 消防や救急、防災のための経費

教 育 費 学校教育、スポーツや文化など
のための経費

公 債 費 借入金を返済するための経費
そ の 他 基金への積立金など

≪使われたお金≫
総 務 費 196,873円 農林水産業費 24,749円
民 生 費 180,838円 商 工 費 9,196円
衛 生 費 86,174円 議 会 費 5,467円
公 債 費 62,679円 そ

の
他

諸支出金 38,454円
教 育 費 48,731円 労 働 費 2,610円
消 防 費 41,023円 災害復旧費 0円
土 木 費 27,619円 合 計 724,413円

≪納めた町税≫
町 民 税 48,085円

固 定 資 産 税 48,768円

町 た ば こ 税 11,530円

軽 自 動 車 税 3,426円

入 湯 税 484円

合 計 112,293円

区 分 収 入 支 出 差 引
国 民 健 康 保 険 事 業 14億9,473万円 13億8,852万円 1億 621万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億9,640万円 1億9,080万円 560万円
介 護 保 険 事 業 17億9,696万円 17億4,431万円 5,265万円
下 水 道 事 業 3,004万円 3,004万円 0万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 2億6,827万円 2億4,744万円 2,083万円
資 本 的 収 支 5,049万円 1億9,318万円 *▲1億4,269万円
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第32回青森県民駅伝競走大会 町の部３位入賞！
「健脚でつなげ郷土の和と心」をスローガンに、第32回青森県民駅伝競走大会が９月１日、
青森市で開催されました。当町を含む県内40市町村が郷土の期待を背負いアスパム前をス
タートし、ゴールの新青森県総合運動公園陸上競技場までの26.1kmをタスキで繋ぎました。
当町は、３名の選手(２区：乙部海仁選手、８区：乙部海音選手、９区：山田惺央選手)が区

間賞を受賞する力走もあり、全体で10位、町の部で３位の好成績を収めました。
当町の記録は次のとおりです。（敬称略）
区間 区間距離(㎞) 氏 名 区間記録（順位総合・町) 通過記録（順位総合・町)
１ ３．８ 江刺家 琉 己 １２：５２（１１・ ６) １２：５２（１１・ ６)
２ １．１ 乙 部 海 仁 ３：３６（ ２・ １) １６：２８（ ７・ ４)
３ １．１ 目 時 花 ３：２８（１０・ ３) １９：５６（ ６・ ３)
４ ５．０ 蛯 沢 柊 斗 １６：１６（１７・ ７) ３６：１２（ ９・ ３)
５ ３．４ 野 田 由 芽 １３：３０（１２・ ５) ４９：４２（１０・ ３)
６ ３．１ 五十嵐 斐 郷 １０：１２（ ５・ ２) ５９：５４（ ９・ ３)
７ ４．４ 熊 谷 天 良 １５：１８（２３・１０) １：１５：１２（１１・ ４)
８ １．７ 乙 部 海 音 ５：４０（ ９・ ２) １：２０：５２（１１・ ４)
９ ２．５ 山 田 惺 央 ９：０６（ ２・ １) １：２９：５８（１０・ ３)
※第８区の区間賞は、中学生１位の選手と高校生以上１位の選手それぞれに授与する。

町の町の
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久喜市ブースに並ぶ方々

常夜燈公園で８月25日、ふるさと物産テ
ント市が開催されました。
久喜市ブースでは、久喜市訪問団が、埼

玉ブランドの大玉の梨「彩玉」を販売しま
した。
また、友好公園を締結している香川県土

庄町から取り寄せた特産品の販売や飲食出
店なども参加して、多くの町民が特産品を
買い求めていました。

町の歴史を学ぶふるさと学習が９月２日、
野辺地小学校５年生を対象に開催されまし
た。
ガイドに野辺地町歴史を探る会の八桁節
子さんを迎え、５年生の児童４１人が常夜燈
公園や野辺地八幡宮などをめぐり、北前船ゆ
かりの文化財を見学しました。
郷土料理実習では、町商工会女性部の村木
亜弓部長と松浦リツさんを講師に、カワラケ
ツメイの茶がゆをはじめとした料理を児童
が調理し、町の食文化に触れました。




ふるさと学習に参加した野辺地小学校５年生の皆さん

野辺地中学校１年生約７０名が９月６
日、１０日に町内外の色々な仕事を見学し、
地域の職業に関心をもつことを目的として
校外学習を実施しました。
役場では、それぞれの課で行っている業

務や職員の給与のしくみなどについて説明
を受けました。
生徒たちは、将来の進路選択への参考に

しようと真剣に説明を聞いていました。

１年 １年

役場の仕事について説明を受ける生徒たち

町内の小学校５年生を対象としたエネル
ギー・環境教育実践事業が９月４日、野辺
地小学校及び若葉小学校の２会場で開催さ
れました。
当日は、八戸工業大学の教授らを講師に

迎え、「人力発電で電気を作る」など４つの
テーマについて学習しました。
参加した児童は、通常の授業では体験で

きない実験等を通して、身の回りにあるエ
ネルギーに対する理解を深めていました。

令和６年度令和６年度


液体窒素を使った実験に参加をする子どもたち

町の町の
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まちの人口
令和６年８月末現在（前月比）
人 口 11,911名 （－ 3 1 ）
男 5,575名 （－ 5 ）
女 6,362名 （－ 2 6 ）
世帯数 6,318世帯（－ 9 ）

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
10月16日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
10月８日（火）９時～12時
中央公民館
相談担当：人権擁護委員
◆問合先 介護・福祉課
☎64－2111（内線114）
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
10月４日（金）14時～
11月１日（金）14時～
健康増進センター(変更しました)
◆問合先 総務課
☎64－2111（内線207）
※要予約（定員に達し次第締切）
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
10月15日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先 総務課（内線207）
●教育相談
（不登校に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
☎090－2604－9408
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
野辺地町地域包括支援センター

☎72－1018／72－1023

地
元
の
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
で
き
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
16
日
（
土
）

13
時
半
～
16
時
半

（
受
付
13
時
～
）

◆
場
所

十
和
田
市
東
三
番
町
37
‒
７

（
サ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル
と
わ
だ
）

◆
対
象

20
歳
以
上
39
歳
以
下
の
独
身
の
方

（
学
生
は
除
く
。）

◇
男
性
は
上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域

定
住
自
立
圏
（
※
）
に
住
ん
で
い

る
方

◇
女
性
は
居
住
地
不
問
。

※
十
和
田
市
、三
沢
市
、野
辺
地
町
、

七
戸
町
、
六
戸
町
、
横
浜
町
、
東

北
町
、六
ケ
所
村
、お
い
ら
せ
町
、

秋
田
県
小
坂
町

◆
定
員

男
女
各
20
名

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
。

◆
参
加
費

無
料

◆
申
込
期
間

10
月
４
日
(金
)～
11
月
８
日
(金
)

◆
問
合
先

十
和
田
市
政
策
財
政
課

☎
０
１
７
６
‒
５
１
‒
６
７
１
２

※
詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
方
法
に

つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

青
森
県
内
の
「
暮
ら
し
」、「
仕

事
」、「
住
ま
い
」
な
ど
、
移
住
に
関

す
る
情
報
を
直
接
見
て
、
相
談
で
き

る
本
県
最
大
級
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
！
野
辺
地
町
も
出
展
し

ま
す
。

今
回
は
県
内
産
業
の
動
向
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
県
内
企
業
ブ
ー
ス
や

若
手
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
者
の
方
と
お
話

し
で
き
る
「
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
」
も

設
置
予
定
で
す
。

来
場
い
た
だ
い
た
方
に
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
青
森
県
に
戻
り
た
い
」、「
青
森
県

に
興
味
が
あ
る
」
方
な
ど
、
ど
な
た

で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ご
家
族
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
役
所

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

上
十
三
・
十

田
湖
広
域
定
住
自
立

圏

婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｓ
！
―
上
十
三
・
十

田
湖
エ
リ
ア

の
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
ー
」

ご
友
人
な
ど
に
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

◆
日
時

10
月
20
日
（
日
）

10
時
～
16
時
半

◆
場
所

東
京
交
通
会
館
12
階
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ホ
ー
ル
（
有
楽
町
駅
か
ら
徒
歩

１
分
）

◆
入
場
料

無
料

◆
詳
細

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

青
森
県
子
ど
も
家
庭
部
若
者
定
着

還
流
促
進
課

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
９
１
７
４

望
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
に
、
身
近
な

相
談
相
手
役
と
な
る
の
は
、
行
政
相

談
委
員（
総
務
大
臣
が
委
嘱
）で
す
。

道
路
・
河
川
、
年
金
、
医
療
保
険
、

老
人
福
祉
、
登
記
、
労
働
基
準
、
雇

用
保
険
、
自
動
車
検
査
・
登
録
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
、
苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
が
あ
る
と
き
に
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
日
時

10
月
15
日
（
火
）

10
時
～
12
時

◆
場
所

役
場
１
階
相
談
室

◆
相
談
担
当

行
政
相
談
委
員

横
浜

清
隆

◆
問
合
先

総
務
課
（
内
線
２
０
７
）

【10
／
20
(日
)開
催
】

青
森
県
♡
UI
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

２
０
２
４
～
あ
お
も
り
さ
、来
い
(恋
)

へ
～
を
東
京
都
で
開
催
し
ま
す
！

特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
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10
月
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費
の
制

度
が
拡
大
（
所
得
制
限
撤
廃
及
び
対

象
年
齢
拡
大
）
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

次
に
該
当
す
る
方
へ
子
ど
も
医
療
費

受
給
資
格
証
を
９
月
20
日
に
郵
送
し

ま
し
た
。

10
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
は
、
届
い
た
受
給
資
格
証

（
さ
く
ら
色
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◆
郵
送
対
象
者

◇
９
月
13
日
ま
で
に
子
ど
も
医
療
費

の
交
付
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

方
◇
９
月
現
在
、
子
ど
も
医
療
費
の
受

給
資
格
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
お

持
ち
の
方

◆
そ
の
他

制
度
拡
大
に
伴
い
、
新
た
に
対
象

と
な
る
方
で
必
要
な
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
手
続
き
を
さ
れ
た
方
な
ど

で
受
給
資
格
証
が
お
手
元
に
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
問
合
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

町
民
課
（
内
線
１
０
６
）

男
女
共
同
参
画
事
業

料
理
教
室
参
加
者
募
集
！

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
の
一
環

と
し
て
、
簡
単
な
料
理
を
学
ぶ
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時

11
月
９
日
（
土
）

13
時
～
16
時
頃

◆
場
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
調
理
室

◆
対
象

町
内
に
お
住
ま
い
で
18
歳
以
上
の

方◆
参
加
費

無
料

◆
募
集
人
数

10
名
程
度
（
先
着
順
）

※
男
性
５
名
・
女
性
５
名

◆
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

◆
内
容

魚
の
さ
ば
き
方
、
魚
を
使
っ
た
簡

単
な
料
理
（
予
定
）

◆
そ
の
他

当
日
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

10
月
31
日
（
木
）

◆
申
込
・
問
合
先

企
画
財
政
課
企
画
政
策
担
当

（
内
線
２
１
７
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

aom
ori@
nurse-center.net

小
中
学
校
音
楽
交
歓
会

野
辺
地
町
教
育
振
興
会
で
は
、
各

学
校
の
音
楽
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
と
と
も
に
、
音
楽
を
通
じ
た
子
ど

も
た
ち
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
「
第
54
回
野
辺
地
町
小
中
学
校

音
楽
交
歓
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
生
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
な
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
観
く

だ
さ
い
。

◆
日
付

10
月
29
日
（
火
）

◆
時
間

９
時
20
分
～
11
時
20
分

◆
場
所

野
辺
地
小
学
校
講
堂
（
体
育
館
）

◆
問
合
先

野
辺
地
小
学
校

☎
64
‒
２
２
７
１

10
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
を

発
送
し
ま
し
た

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
「
看
護
の

お
仕
事
移
動
相
談
」
を
始
め
ま

し
た
。

青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
無

料
職
業
紹
介
事
業
と
し
て
看
護
職
の

相
談
員
が
出
向
い
て
、
看
護
職
の
皆

様
の
お
仕
事
探
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日

◇
令
和
６
年

10
月
21
日
(月
)、11
月
18
日
(月
)、

12
月
16
日
(月
)

◇
令
和
７
年

１
月
20
日
(月
)、
２
月
17
日

(月
)、
３
月
17
日
(月
)

◆
場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
森

◆
時
間

９
時
か
ら
11
時
半
ま
で
随
時
受
付

※
青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
(青
森

市
)で
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

９
時
か
ら
16
時
ま
で
、
来
所
・
電

話
・
メ
ー
ル
等
で
随
時
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

公
益
社
団
法
人
青
森
県
看
護
協
会

青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

〒
０
３
０
‒
０
８
２
２

青
森
市
中
央
３
‒
20
‒
30

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
３
階

☎
０
１
７
‒
７
２
３
‒
４
５
８
０

FAX
０
１
７
‒
７
３
５
‒
３
８
３
６

災
害
時
の
避
難
支
援
の
相
談
窓
口

町
で
は
、
災
害
時
に
、
周
囲
の
手

助
け
が
あ
っ
て
も
避
難
が
難
し
い
方

や
自
力
で
逃
げ
ら
れ
る
か
不
安
が
あ

る
方
な
ど
を
対
象
に
、
避
難
支
援
に

つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
相
談
窓
口

☎
64
‒
２
１
１
１

※
平
日
の
み

８
時
半
か
ら
17
時
15
分

◇
介
護
・
福
祉
課

高
齢
の
方
、
障
が
い
な
ど
を
お
持

ち
の
方

◇
健
康
づ
く
り
課

妊
婦
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る

方児
童
館
行
事

◆
支
援
拠
点
事
業
の
へ
じ
ら
ん
ど

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
飾
り
づ
く
り

16
日
（
水
）

◆
避
難
訓
練

22
日
（
火
）
16
時
～

◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
も
う

26
日
（
土
）
10
時
～

◆
問
合
先

児
童
館
（
☎
64
‒
３
１
０
６
）



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付
窓
口
を
開
設
10
月
６
日
（
日
）、
11
月
10
日
（
日
）、
12
月
８
日
（
日
）
９
時
～
12
時

※
電
子
証
明
書
の
更
新
も
受
付
し
ま
す
。
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結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

今
年
度
の
結
核
集
団
検
診
を
下
記

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

こ
の
検
診
の
対
象
と
な
る
方
は
今

年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方
（
昭

和
35
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
で
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
９
月
末
に
、

「
野
辺
地
町
結
核
集
団
検
診
受
診

票
」
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
ご

都
合
の
よ
い
日
に
受
診
票
を
持
参
の

上
お
近
く
の
巡
回
場
所
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

こ
の
検
診
料
金
は
無
料
で
す
。

検
診
を
受
け
る
際
は
、
感
染
症
予

防
の
た
め
マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
前
年
度
巡
回
場
所
で
あ
っ

た
「
わ
か
ば
保
育
園

駐
車
場
」、

「
元
柴
久
商
店
前
」、「
目
ノ
越
地
区

農
産
物
加
工
等
施
設
」
は
、
今
年
度

は
巡
回
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

※
撮
影
す
る
バ
ス
は
乗
車
時
段
差
が

あ
り
ま
す
。
介
助
が
必
要
な
方
は

必
ず
ご
家
族
の
同
伴
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
問
合
先

健
康
づ
く
り
課

☎
64
‒
１
７
７
０

月日 時 間 場 所

10
月
15
日
(火
)

9：00～ 9：40 元(有)石孝電機工業前
10：00～10：40 さいとう整骨院前
11：00～11：40 金沢町集会所(大祐堂)
13：00～13：40 野辺地警察署駐車場
13：50～14：25 常夜燈公園隣
14：35～15：20 老人福祉センター

10
月
16
日
(水
)

9：00～ 9：20 マルイチ横浜社員寮敷地内
9：30～ 9：45 馬門中地区隣接道路(齋藤満晴氏宅横)
9：55～10：35 馬門公民館
10：45～11：30 町立体育館
13：00～13：40 えぼしコミュニティセンター
13：50～14：05 元西野商店向かい(原田光夫氏宅横)
14：15～14：30 近藤町(松山隆氏宅隣)
14：40～15：00 観光物産ＰＲセンター

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
定
期

予
防
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
予
防
接
種
法

の
Ｂ
類
疾
病
に
位
置
付
け
ら
れ
定
期

予
防
接
種
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
者

は
、

◆
65
歳
以
上
の
方

◆
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

◇
心
臓
、
腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能

に
自
己
の
身
近
な
日
常
生
活
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

害
を
有
す
る
方

◇
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有

す
る
方

※
対
象
の
方
に
は
、
町
か
ら
案
内
を

送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
接
種
に
関

す
る
予
約
な
ど
は
、
各
医
療
機
関

に
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

健
康
づ
く
り
課

☎
64
‒
１
７
７
０

第
45
回
営
大
祭

開
催
の
お
知
ら
せ

◆
テ
ー
マ

「
あ
ば
せ
！
じ
ゃ
わ
め
げ
営
大
魂
」

◆
日
時

10
月
26
、
27
日

９
時
～
14
時
（
両
日
）

◆
場
所

青
森
県
営
農
大
学
校

不
正
軽
油
は
「
作
ら
な
い
、
売
ら

な
い
、
買
わ
な
い
、
使
わ
な
い
」

不
正
軽
油
と
は
、
主
に
灯
油
や
重

油
を
軽
油
に
混
ぜ
、
軽
油
と
称
し
て

不
正
に
流
通
さ
せ
る
も
の
を
い
い
ま

す
。
脱
税
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染

や
公
正
な
市
場
競
争
を
阻
害
す
る
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

不
正
軽
油
に
関
わ
る
人
は
す
べ
て

罰
せ
ら
れ
、
そ
の
製
造
、
販
売
、
使

用
し
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
不
正
軽
油

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら

材
料
を
提
供
・
運
搬
し
た
人
、
製
造

す
る
場
所
を
提
供
し
た
人
な
ど
も
重

い
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

☎
０
１
７
６
‒
２
２
‒
８
１
１
１

（
内
線
２
０
９
）

（
上
北
郡
七
戸
町
字
大
沢
48
‒
８
）

◆
主
な
内
容

農
畜
産
物
及
び
加
工
品
販
売
、
学

生
に
よ
る
模
擬
店
、
学
習
成
果
の
展

示
（
茶
道
、
華
道
）、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
、
就
農
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
生

協
販
売
コ
ー
ナ
ー

な
ど

◆
そ
の
他

マ
イ
バ
ッ
グ
等
の
持
参
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

青
森
県
営
農
大
学
校

☎
０
１
７
６
‒
６
２
‒
３
１
１
１

月日 時 間 場 所

10
月
17
日
(木
)

9：15～ 9：30 有戸地区学習等供用センター
9：40～ 9：55 明前地区集会所隣(塩谷氏宅前)
10：05～10：20 木明地区農作業管理休養センター
10：30～11：05 海水浴場 駐車場
11：15～11：55 勤労青少年ホーム
13：00～14：00 ヤマザキショップ横(旧古林酒店)
14：10～14：25 松竹食堂向かい

10
月
18
日
(金
)

9：00～ 9：30 ホームセンターかんぶん野辺地店駐車場
9：40～10：40 マエダストア野辺地店駐車場
10：50～11：05 丸山商店 横の空地
11：15～11：55 愛宕公園駐車場
13：30～14：20 ツルハドラッグ野辺地店駐車場
14：30～14：50 健康増進センター
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浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

補
助
金
の
受
付
期
限
に
つ
い
て

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
防

止
を
目
的
と
し
た
浄
化
槽
設
置
費
用

補
助
金
制
度
の
受
付
は
11
月
29
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
着
工
前
に
申
請
し
、
町
の
審
査

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
方

◇
自
ら
が
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
住
宅
の
単
独
処
理
浄
化
槽
も

し
く
は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
設
置

換
え
す
る
方

◇
浄
化
槽
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
住

宅
を
新
築
、
も
し
く
は
購
入
す
る

方
◇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◇
野
辺
地
町
に
住
所
登
録
し
て
い
る

方
◆
補
助
金
の
限
度
額

補
助
区
分

限
度
額

５
人
槽

３
９
０
，
０
０
０
円

７
人
槽

４
７
４
，
０
０
０
円

10
人
槽

６
６
０
，
０
０
０
円

単
独
処
理
浄
化
槽

撤
去
工
事
費

１
２
０
，
０
０
０
円

く
み
取
り
槽
撤
去
工
事
費

９
０
，
０
０
０
円

宅
内
配
管
工
事
費
３
０
０
，
０
０
０
円

新
た
な
野
辺
地
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
が

ま
り
ま
し
た

改
選
に
伴
う
組
織
会
で
、
委
員
長

野
呂
信
幸
氏
及
び
同
職
務
代
理
者
に

内

敬
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
10
年
９
月
20
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

野
呂

信
幸

氏

◆
同
職
務
代
理
者

内

敬

氏

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

須
藤

圭
一

氏

須
藤

朗

氏

総
合
健
診
の
受
診
、

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

今
年
度
の
集
団
健
診
が
９
月
で
終

了
し
ま
し
た
が
、
委
託
医
療
機
関
で

実
施
し
て
い
る
個
別
健
診
は
令
和
７

年
３
月
末
ま
で
受
診
が
可
能
で
す
。

対
象
と
な
る
方
へ
、
６
月
に
案
内

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
受
診
歴
等
か

国
民

金
の
任
意
加
入
制


に
つ
い
て

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た

な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

よ
り
、
受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
済
期
間
等
が
原
則
と
し
て

10
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
要
件
を
満
た
し
て
な
い
65
歳
以
上

70
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住
す
る

日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
任
意
加
入
は
申
出
の
あ
っ

た
月
か
ら
と
な
り
、
遡
っ
て
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
海
外
に
居
住
す
る
日
本

国
籍
を
持
つ
方
で
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
」
を
除
き
、
任
意
加

入
の
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則

口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

馬
門
財
産
区
議
会
議
員
選
挙

の
お
知
ら
せ

任
期
満
了
に
伴
う
馬
門
財
産
区
議

会
議
員
一
般
選
挙
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
立
候
補
者
が
定
数

８
名
を
超
え
な
い
場
合
は
無
投
票
と

な
り
ま
す
。

◆
投
票
日
時

10
月
27
日
（
日
）

７
時
～
20
時

※
即
日
開
票
し
ま
す
。

◆
投
票
所

馬
門
公
民
館

◆
期
日
前
投
票

10
月
23
日
(水
)～
26
日
(土
)

８
時
半
～
20
時

馬
門
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

※
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
日
程
に

よ
っ
て
は
、
中
央
公
民
館
に
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
立
候
補
の
受
付

10
月
22
日
（
火
）

８
時
半
～
17
時

役
場
２
階
庁
議
室
で
行
い
ま
す
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

10
月
８
日
（
火
）
14
時
か
ら
役
場

１
階
町
民
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

◆
問
合
先

選
挙
管
理
委
員
会
(内
線
２
０
６
)

青
森
県
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
す

令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら

時
間
額

９
５
３
円

◆
適
用
さ
れ
る
範
囲
等

「
青
森
県
最
低
賃
金
」
は
、
産
業

や
職
種
に
か
か
わ
り
な
く
青
森
県
内

の
す
べ
て
の
事
業
所
で
働
く
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム

の
方
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
も
対
象
で

す
。

◆
除
外
賃
金

次
に
掲
げ
る
賃
金
は
、
最
低
賃
金

額
の
算
定
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

①
精
皆
勤
手
当
②
通
勤
手
当
③
家
族

手
当
④
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
⑤

１
か
月
を
超
え
る
時
期
ご
と
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
・
期
末
手
当
な

ど
）
⑥
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
に

対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び
深
夜

労
働
に
対
す
る
割
増
部
分
の
賃
金

※
詳
し
く
は
青
森
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
０
１
７
‒
７
３
４
‒

４
１
１
４
）
又
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

町
教
育
委
員
会
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

９
月
13
日
に
議
会
の
同
意
を
得
て
、

新
た
に
教
育
委
員
に
須
藤
一
朗
氏
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
10
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

ら
、
総
合
健
診
の
受
診
を
お
忘
れ
と

思
わ
れ
る
方
へ
12
月
頃
に
ハ
ガ
キ
や

手
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。
受
診
方
法

等
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

健
康
づ
く
り
課

☎
64
‒
１
７
７
０
（
直
通
）

詳
し
く
は
、
問
合
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
７
４
９
５

◇
町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

◆
保
険
料
納
付
期
限

９
月
分

10
月
31
日
（
木
）

◆
浄
化
槽
設
置
工
事
完
了
期
限

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

◆
問
合
先

町
民
課
（
内
線
１
０
２
）
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介護教室と介護体験会を開催します
◆申込・問合先 介護・福祉課（内線111）

町では、地域で暮らす介護が必要な方とそのご家族を支えるために町民の介護知識の普
及などを目的として、家族介護教室を開催します。介護をしている家族のほか、介護に興
味がある方も大歓迎です。ぜひご参加ください。
◆日 時 １１月１３日（水）１４時～１６時
◆場 所 野辺地町中央公民館 ホール
◆対 象 介護をしている家族、介護に興味がある方
◆内 容 ①介護制度や介護の相談先、介護の際の接し方等

について
②介護体験
◇専門業者から、福祉用具の最新情報について
◇車いす体験、杖と歩行体験、福祉ベッド体験、食事や排せつ、
入浴を介助する福祉用具の展示 など

◆料 金 無料
◆定 員 ４０名程度
◆申込方法 申込・問合先へ電話又は来庁にてお申込みください。

消防キッズによる防火イベントを開催します
◆問合先 野辺地消防署予防係（☎64－3126）

１０月２１日（月）から２７日（日）までの期間、秋の火災予防運動が実施されます。そ
れに伴い、地域住民の防火意識の高揚と普及啓発を目的とした野辺地カトリック幼稚園幼
年消防クラブ員による防火セレモニーを開催します。
◆日 時 １０月１１日（金） １０時半～１１時半
◆場 所 サンデー野辺地店駐車場 ※雨天時は野辺地町立体育館となります。
◆内 容 鼓笛隊演奏、ポンプ操法、防火の誓い
皆さまのご来場をお待ちしています。

◇令和６年度全国統一防火標語 『守りたい 未来があるから 火の用心』

10月から保育所利用料が無償になります
◆問合先 健康づくり課（内線120）

町では、子育て世帯を経済的に支援するための独自施策として、保護者の所得や子ども
の人数に関わらず、０歳から２歳児までの保育所利用料を無償化します。これにより国の
３歳から５歳児までの無償化制度と合わせ、町内に在住している全ての園児の保育所利用
料が無償となります。
◆対象園児 町内に在住している０歳から２歳までの児童で教育・保育給付認定を受けてい

る園児（町内在住し、町外の施設を利用している園児も含む）
◆手 続 き 無償化に係る手続きは不要です。
◆そ の 他 行事費や通園送迎費などの費用はこれまでと同様に自己負担です。
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「野辺地町文化祭」が開催されます
◆問合先 中央公民館（☎64－3054）

【芸能の部】
１０月２７日（日）
◆伝統芸能と音楽の集い １０時～
◆舞踊の集い １４時～
※午後の開始時刻は、前後する場合もあります。
優美な日本舞踊や音楽の演奏、活気あふれるダン
ス等､様々なジャンルの発表をご覧いただけます｡

町内で活動する団体やサークルの皆さんが、日頃の芸術文化活動の成果を発表・展示する
文化祭を開催します。町民の皆さまのご来場をお待ちしています。

【展示の部】
１１月２日(土)～３日(日) １０時～１６時
（※３日は１５時終了）
◆作品展示 絵画、生け花、版画、写真等
◆飲食販売 キッチンカーでの販売があります。

令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について
◆問合先 企画財政課（内線215）

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、令和５年度決算に係る野辺地町
の健全化判断比率及び資金不足比率をお知らせします。

区 分 野辺地町 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － ％ １５ % ２０ %
連結実質赤字比率 － ％ ２０ % ３０ %
実質公債費比率 ６．９ % ２５ % ３５ %
将来負担比率 ０．６ % ３５０ %

◆令和５年度決算に基づく健全化判断比率

注１「実質赤字比率」及び「連結実質赤字比率」の「－」の表示は、赤字額がないことを表し
ています。

注２「将来負担比率」には、財政再生基準はありません。

特別会計名称 資金不足比率 経営健全化基準
水道事業特別会計 － ％ ２０ %
下水道事業特別会計 － ％ ２０ %

◆令和５年度決算に基づく資金不足比率

注１ 「－」の表示は、資金不足額がないことを表しています。
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日本遺産ＰＲパネル展特別展
「北前船ゆかりの食文化～鯨餅と茶がゆ～」開催

◆問合先 歴史民俗資料館（☎64－9494）

■会 期 １０月１日（火）～２０日（日） ９時～１９時
■会 場 中央公民館 ロビー
■内 容 鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町に伝わる北前船に関する食文化について、パネルや資

料を展示して紹介
■見学料等 見学無料・申込不要

鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町教育委員会が連携し実施している日本遺産３港連携事業の一環で、
３町を巡回する日本遺産ＰＲパネル展を開催しています。
野辺地会場では、青森県と北海道の日本遺産「北前船寄港地」を紹介するパネルのほか、「北前船
ゆかりの食文化」をテーマとした特別展示を行っています。
特別展示は野辺地会場でしか見ることができませんので、ぜひ会場へお越しください。

社会福祉法人 野辺地町社会福祉協議会移転のお知らせ

◆新住所
〒０３９－３１６４ 野辺地町字前田５番地２
（野辺地町健康増進センター内）
◇社会福祉法人 野辺地町社会福祉協議会
☎ ０１７５－６４－０４０１（変更ありません。）
FAX０１７５－６４－４４４２（変更ありません。）
◇のへじ社協居宅介護支援事業所
◇のへじ社協訪問介護事業所
◇障害福祉サービス事業所（居宅介護）
☎ ０１７５－６４－４４００（変更ありません。）
FAX０１７５－６４－４４４２（変更ありません。）

社会福祉法人野辺地町社会福祉協議会は、令和６年１０月１日から下記に移転いたします。
各電話番号及びＦＡＸ番号は、変更ありません。

【鯨餅（鰺ヶ沢町）】 【観音餅（深浦町）】 【カワラケツメイ（野辺地町）】
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高齢者虐待を防ぎましょう！

◆高齢者虐待には５つの種類があります

高齢者虐待防止法では、６５歳以上の方を「高齢者」と定義しており、その高齢者の虐待
には「家族等による虐待」と「施設職員等による虐待」があります。

◆虐待の発生要因
高齢者虐待が起こる背景には高齢者の「認知症の症状悪化」や介護者の「介護疲れや介護

ストレス」等、様々なことが考えられます。
⇒認知症のこと、介護のことで不安・心配があるときは、野辺地町地域包括支援センター
（公立野辺地病院内）へご相談ください。
高齢者虐待に気づいたら、通報・相談しましょう！（秘密は守られます)
◆通報・相談先
野辺地町地域包括支援センター（公立野辺地病院内）

☎０１７５－７２－１０１８ 又は
０１７５－７２－１０２３

野辺地町介護・福祉課 ☎０１７５－６４－２１１１（内線１１１）

身体的虐待
・叩く、つねる、殴る、蹴る
・外から鍵をかけて閉じ込める
・医学的判断に基づかない痛みを伴う
ようなリハビリを強要する
・物を投げつける など

放棄・放任(ネグレクト)

・入浴させず、異臭がしている
・水分や食事を与えない
・劣悪な住環境で生活させる
・家族等による虐待を放置する
・病気の状態を放置する など

心理的虐待
・怒鳴る、ののしる、悪口を言う
・威圧的な態度、無視、嫌がらせ等に
よって精神的苦痛を与える など

経済的虐待
・日常的に必要な金銭を渡さない
・入院や受診、介護保険サービス等に
必要な費用を滞納する など

性的虐待
・人前でおむつ交換をする
・下半身を裸や下着のままにして
放置する など

※介護者や高齢者本人がその
行為を「虐待」ととらえて
いるかという「虐待の自覚」
は問いません。
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県民みんなで「防災チャレンジ！」
◆問合先 青森県防災危機管理課（☎017－734－9180）

県では、１１月５日（火）「津波防災の日」から１１月２４日（日）までの期間を「防災
ウィーク」として、県民一斉の訓練や防災に関する取組をしていただく期間を設けます。
「いざというとき」に備えるため、訓練への積極的な参加や備品の準備・確認にチャレン
ジしてみましょう。
◆「防災チャレンジ」とは
「防災ウィーク」期間中、県全体で訓練等を実施します。この期間に訓練や防災に関する

取組にチャレンジしてみましょう。
◆「防災チャレンジ」取組例
◇１１月１５日（金）午前９時の防災無線等の合図とともに、頭などを落下物から守る県民
一斉の「シェイクアウト訓練（身体防護訓練）」にチャレンジ

◇いざというときの備品の確認にチャレンジ など
※ご家庭や職場などで無理なく取り組める範囲で防災チャレンジへの参加をお願いします。
◆専用サイトの開設
１０月上旬に開設予定の専用ホームページで、

防災チャレンジへの参加登録ができます。
◆検索ワード
青森県庁ホームページ「青森県防災チャレンジ」

定額減税補足給付金（調整給付）について
◆問合先 税務会計課（内線136、137）

定額減税しきれないと見込まれる方に対しては、当該定額減税しきれない額を１万円単位
に切り上げて算定した「調整給付金」が支給されます。
対象者の方には、令和６年８月８日付けで町から確認書をお届けしています。給付金を受

け取るには、確認書の返送またはオンライン申請による手続きが必要です。期限までに手続
きがされない場合は、給付金を受け取ることができませんので、お早めにお手続きをお願い
します。詳しくは、広報のへじ８月号をご覧ください。
◆確認書の返送期限 令和６年１０月３１日（木）消印有効
◆オンライン申請期限 令和６年１０月３１日（木）
※オンライン申請された方は、確認書の返送は不要です。

【青森県ホームページＱＲコード】
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児童手当が拡充されます
◆問合先 健康づくり課（内線120）

令和６年１０月分から、児童手当法の改正による拡充が行われます。

浄化槽を正しく使いましょう！
◆問合先 町民課（内線102）

浄化槽は、微生物のはたらきで、台所や風呂、洗濯などの生活排水やトイレの排水を浄
化する装置です。正しく維持管理をしないと、本来の機能が発揮できず、川や海などの水
質を悪化させる原因となります。
◆浄化槽の維持管理は、次の３点が法律で義務付けられています。
①保守点検 浄化槽の修理、調整・点検。（年に３～４回）
②清 掃 浄化槽内部の汚泥の引き出しや装置の洗浄等。（年１回以上）
③法定検査 浄化機能が十分に発揮されているか確認するための水質検査。

（使用開始時に１回、その後年１回）
※浄化槽の使用を開始したときや、使用を休止又は廃止（撤去）したとき、管理者が変更に
なったときなどには、県への報告・届出が必要となります。

◆点検・検査等の問合先
◇保守点検、届出等：東青地域県民局環境管理部 ☎０１７－７６３－５２９２
◇法定検査：一般社団法人青森県浄化槽検査センター ☎０１７－７２６－９５００

◆制度改正の概要
区分 改正前（９月分まで） 改正後（１０月分から）
所得制限 所得制限あり 所得制限なし

支給対象 中学生
（１５歳到達の最初の年度末）

高校生年代
（１８歳到達の最後の年度末）

第３子以降の
算定対象

１８歳到達後の最初の年度末までの
子を対象として、上から順に第１子、
第２子、第３子と数える。

２２歳到達後の最初の年度末までの
子を対象として、上から順に第１子、
第２子、第３子と数える。

支給月 ２月、６月、１０月（年３回）
※各前月までの４か月分を支給

偶数月（年６回）
※各前月までの２か月分を支給

手当
月額

０歳～３歳未満 １万５千円 第３子以降
１万５千円

１万５千円
第３子以降
３万円

３歳～小学生 １万円 １万円
中学生 １万円 １万円
高校生 対象外 １万円

◆申請について
◇申請期限 初回支給（令和６年１２月）に反映するためには、１０月３１日（木）までに申

請が必要です。
◇申請場所 健康づくり課
◇申請対象者 町ホームページ又は９月に送付した案内文書を確認してください。
◇申請上の注意 ①請求者（受給資格者）は、父・母のうち生計を維持する程度の高い方（所得が

高い方）です。
②申請は、請求者の住んでいる市町村で手続きをしてください。
③請求者が公務員の場合、勤務先から支給されますので勤務先に確認してくだ
さい。
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【主催】青森県・青森県精神保健福祉協会
「第65回青森県精神保健福祉大会」についてのお知らせ
地域の方々、精神保健福祉関係者及び障がい者の参加のもと、精神保健福祉について理解

を深めるとともに、精神障がい者が共に地域で暮らせる社会づくりを目指し、併せて、地域
住民のこころの健康づくりを促すことを目的として、毎年県内各地で「青森県精神保健福祉
大会」を開催しています。
◆日 時 １０月９日（水） １２時半～１５時半
◆場 所 八戸市総合福祉会館「はちふくプラザ ねじょう」

八戸市根城８－８－１５５ ☎０１７８－４７－１６５１
◆内 容 「みんなでめざそう こころの健康」～誰もが生きやすい社会を目指して～
◆その他 入場無料
◆問合先及び申込み先

青森県精神保健福祉協会事務局（青森県立精神保健福祉センター内）
☎０１７－７８７－３９５６ ＦＡＸ０１７－７８７－３９５６

令和６年度自衛官等採用案内
種 目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 処 遇

防衛大学校学生 一
般

18歳以上21歳未満の者（自衛官は23歳未満）
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見
込含）

令和６年７月１日
～10月17日

＜１次試験＞
令和６年11月２日
＜２次試験＞
令和６年11月30日～12月４日※1

[学生手当］
月額：131,300円

防衛医科大学校
医学科学生

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見
込含）

令和６年７月１日
～10月９日

＜１次試験＞
令和６年10月19日
＜２次試験＞
令和６年12月11日～13日※1

防衛医科大学校
看護学科学生

(自衛官候補看護学生)

令和６年７月１日
～10月２日

＜１次試験＞
令和６年10月12日
＜２次試験＞
令和６年10月23日・24日※1

自衛隊奨学生

理学・工学・文学（語学）・法学※２の大学
（短大・大学院を含む）、高専、専門学校等に
在学中又は在学予定の者（正規の修業年限を
終わる年の４月１日現在で26歳未満（大学院
修士課程在学者は28歳未満）など

令和６年12月２日
～令和７年１月31日 令和７年２月22日 [学資金貸与］

月額：54,000円

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

推
薦

男子で中卒（見込含）15歳以上17歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる者

令和６年10月１日
～11月29日 令和７年１月11日～13日※1

[生徒手当］
月額：117,900円

一
般

男子で中学卒（見込含）15歳以上17歳未満の
者

令和６年10月１日
～令和７年１月16日

＜１次試験＞
令和７年１月25日・26日※1
＜２次試験＞
令和７年２月13日～16日※1

※１ 試験日については、いずれか１日を指定されます。
※２ 学部については、理学、工学に類する学部も応募資格に該当する場合があります。

航空自衛隊においては、文学（語学）又は法学を専攻している者（専攻予定者を含む）の今年度の採用予定はありません。
◎ 処遇については、令和６年１月現在のものです。 ◎ 各細部は下記までお問い合わせ下さい。

お問合せ先
防衛省自衛隊 青森地方協力本部 〒０３３－００３７ 三沢市松園町三丁目６－１６ 中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
電話・ＦＡＸ ０１７６－５３－１３４６（平日：０８：４５～１７：３０）
E-mail：aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp
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◆
英
会
話
ク
ラ
ブ

２
・
９
・
23
日
（
水
）
15
時
～

（
中
央
公
民
館
）

※
講
師

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）

◆
朗
読
の
会
「
秋
桜
」

10
日
（
木
）
10
時
～

定
例
会

（
中
央
公
民
館
）

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

23
日
（
水
）
12
時
半
～
13
時

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・

７
か
月
児
検
診
）

◆
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「

虹
色
の
会
」

26
日
（
土
）
13
時
半

定
例
会

（
視
聴
覚
室
）

区分

町村別

令和６年 昨年
前年比

８月中(単月) ８月末(累計) ８月末(累計)
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 2 0 4 5 0 7 8 0 11 －3 ＋0 －4
横 浜 町 1 0 1 8 1 9 8 1 9 ＋0 ＋0 ＋0
六ヶ所村 1 0 1 8 0 8 7 1 27 ＋1 －1 －19
合 計 4 0 6 21 1 24 23 2 47 －2 －1 －23

令和６年８月末の交通人身事故発生状況(野辺地警察署)

【図
書
館
イ
ベ
ン
ト
】

おはなし工房
絵本の読み聞かせと工作会を行います。
[日 時] １０月１９日（土）１４時１５分～
[場 所] 視聴覚室
[対 象] ４～１２歳

※小学生未満は、保護者が同伴
してください。

[参加料] 無料
[定 員] ８名 ※要申込み
[申込先] 図書館

☎６４－２１９５ 『リボンで万華鏡』

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書 名 著 者 名

下町サイキック 吉 本 ばなな
イッツ・ダ・ボム 井 上 先 斗
共犯の畔 真 保 裕 一
一場の夢と消え 松 井 今朝子

本 の 展 示

野辺地関係図書展 10月２日(水)～30日(水)

ミニギャラリー
『昭和あの日の野辺地町②』
昭和に撮影された町の様子など１１点を展示し
ます。 10月２日(水)～30日(水)

今
月
の
休
館
日

７
日
(月
)、
15
日
(火
)、

21
日
(月
)、
28
日
(月
)、

31
日
(木
)

※
31
日
(木
)館
内
整
理
日
の

た
め
休
館

読書週間行事のお知らせ
✿リサイクルブック（除籍雑誌等無料譲渡会）10月26日(土)～11月10日(日) ※休館日を除く
おひとり様１日５点を上限に、保存期間が終了し除籍した雑誌などを希望者に差し上げます。
※先着順。なくなり次第終了します。
✿秋の読書deスタンプラリー 10月26日(土)～11月30日(土) ※休館日を除く
期間中、図書館の本を借りてスタンプを20コ集めた方に粗品を差し上げます。
✿秋のドキドキおはなし会 11月９日(土) 14時～14時50分 図書館視聴覚室 ※休館日を除く
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【
野
辺
地
の
郷
土
料
理
】
…
野
辺
地
の
郷
土
料
理
と
さ
れ
る
料
理
は
、「
カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ
の
茶
が
ゆ
」
や
「
け
い
ら
ん
」、「
八
杯
豆
腐
」
や

「
煮
和
え
っ
こ
」、「
精
進
ウ
ナ
ギ
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
料
理
の
ル
ー
ツ
は
、
①
北
前
船
、
②
陸
路
に
よ
る
移
入
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
①
は
、
盛
岡
藩
の
御
用
港
・
野
辺
地
港
に
北
前
船
が
寄
港
し
た
際
、
上
方
や
日
本
海
、
瀬
戸
内
海
か
ら
来
た
船
乗
り
達
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
食
文
化
。
②
は
、
野
辺
地
港
へ
集
積
す
る
荷
物
を
持
っ
て
き
た
領
内
の
商
人
や
、
江
戸
へ
旅
し
た
旦
那
衆
等
が
見
聞
し
た
文
化
が

定
着
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
陸
と
海
が
交
わ
る
北
前
船
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
、
野
辺
地
ら
し
い
食
文
化
と
い
え
る
。

【
解
説
】

郷
土
料
理
と
は
、「
あ
る
地
域
の
生

活
の
中
で
、
作
り
食
べ
ら
れ
て
き
た
、

そ
の
土
地
特
有
の
料
理
（
広
辞
苑
第

７
版
）」
を
指
し
た
言
葉
で
す
。
郷
土

料
理
を
通
じ
て
見
え
る
食
文
化
は
、

各
々
の
地
域
の
特
色
や
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

さ
て
、
野
辺
地
町
に
も
数
々
の
郷

土
料
理
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
北

前
船
や
陸
路
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
た
精

進
料
理
が
ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
も
の
は
「
カ
ワ
ラ
ケ

ツ
メ
イ
の
茶
が
ゆ
」。
こ
れ
は
、
北
前

船
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る

カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ
を
焙
じ
た
お
茶
で

作
る
お
粥
で
、
旦
那
衆
に
親
し
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
江
戸
時
代
の
料
理

本
に
出
て
く
る
八
杯
豆
腐
や
け
い
ら

ん
、
煮
和
え
っ
こ
等
が
あ
り
、
現
在

も
家
庭
で
食
さ
れ
た
り
冠
婚
葬
祭
の

行
事
食
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
一
つ
注
意
い
た
だ
き
た
い

点
は
、
野
辺
地
は
①
盛
岡
藩
関
係
者

（
代
官
所
勤
務
者
等
）、
②
旦
那
衆
（
廻

船
問
屋
等
）、
③
農
家
・
漁
業
者
、
④

一
般
と
、
住
民
層
が
多
様
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
当
時
の
全
て
の
人
達
が
同

じ
食
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
の
で
、
当
時
の
共
通
し
た
食

文
化
と
は
言
い
難
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
時
代
が
下
る
に
つ

れ
、
多
く
の
町
民
が
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
野
辺

地
の
郷
土
料
理
と
し
て
定
着
し
て

い
っ
た
も
の
と
推
察
で
き
ま
す
。

資
料
館
で
は
、
こ
の
食
文
化
を

知
っ
て
も
ら
い
、
料
理
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
を
増
や
す
た
め
、
町

内
小
学
校
で
の
郷
土
料
理
実
習
や
町

民
に
向
け
た
郷
土
料
理
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
講
座
は
年
齢
問
わ

ず
、
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
・
資
料
館

山
崎
）

【写真①カワラケツメイの茶がゆ】
少なくとも明治期から食べられていたとされていま
す。昔は草茶と呼ばれ親しまれていました。

【写真②収穫したカワラケツメイ】
収穫したばかりのカワラケツメイは乾燥させ、焙煎し
て茶葉として使用します。

【 の関とをる中町町内会の皆さん】【 の関とをる中町町内会の皆さん】

コラムコラム

野辺地町・鰺ヶ沢町教育委員会は、北船によって
伝った２町の祭りに関する交流事業を行っています。
今年度は、鰺ヶ沢町の中町町内会の皆さんをのへじ祇
園まつりへ招待しました。
まつり最終日の８月25日、合同運行の集合場所
ある常夜燈公園、中町町内会の10名が鰺ヶ沢町・白
八幡宮大祭披露するお囃子２曲を披露。その後、駅
組祭典部の行列に加り、の曳き手や神楽を体
験し、交流を深めました。

祭祭
町町町内会町町町内会

のの

【写真③郷土料理教室の様子】
郷土料理教室でけいらんを作る参加者の皆さん。

ち の（ち の（
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『未来につなげる幸せを創る』
NO39.「芸術の秋｣

こんにちは、町長の野村です。
芸術の秋です。町内小学校では学習発表会が行
われ、中学校では文化祭が開催されます。また、
小学校と中学校が一堂に会しての音楽交歓会も開
催されます。
学習発表会では、それまでに練習をしてきた合
唱や器楽演奏、演劇が披露されます。小学校一年
生の一生懸命だけど、周りをきょろきょろ見てし
まう様子は感涙ものです。
音楽交歓会では、特に野辺地中学校吹奏楽部に
よる演奏の迫力や美しさに圧倒されてしまいま
す。
この秋も県内各地で様々な展覧会やコンサート
が開催されます。私も先日、ショパン国際ピアノ

コンクールで日本人として過去最高位の２位に入
賞された反田恭平さんのコンサートを拝聴し、と
ても感動するとともに心地良いひと時を過ごすこ
とができました。
皆さんも是非、芸術にふれてみてはどうでしょ
うか。できる方は参加して心豊かにお過ごしくだ
さい。

皆さんまいどです。
地域おこし協力隊の横井さくらです。

先日はのへじ祇園まつりの熱狂を楽しく見させ
てもろたでぇ。猛暑の中、皆さん表情が活き活き
してはってお祭りの力はごっついなぁ。
もちろんドローン撮影バッチリやで！北前船と
常夜燈と海が背景の合同運行が野辺地町らしく
て、感動的に撮れましたでぇ。
それからドローンといえば、今回は弘前大学の
生徒さんがCM大賞を作ってくれるということ
で、私も協力したくて愛宕公園や十符ヶ浦をド
ローンで撮影してきました！学生さんたちのアイ
ディアはめっちゃすごいなぁ。みなさんCMの完
成を楽しみにしてくださいね。

有戸稲荷神社の例大祭にも行ってきたでぇ。
囲炉裏を囲んで地元のお母さんやお父さんが
作ってきてくれたご馳走を神様の前でいただきま
す。たまに法螺貝や歌も聞こえて、ワイワイして
いる方が神様も喜ぶそうです。神秘的で憧れる、
野辺地町の大好きな文化やねん！

おしおしおし その㊳ 『秋がきたでぇ』

昨年の音楽交歓会の様子

町
で
は
、
広
報
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。
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年
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回
）
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法
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月
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前
月
の
１
日
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に
、
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掲
載
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望
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た
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稿
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出
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い
。
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町
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告
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を
ご
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認
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だ
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い
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し
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だ
さ
い
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総
務
課
（
内
線
２
０
７
）

広
報
の
へ
じ
に
広
告
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

神社の中に、昔話みたいな囲炉裏やぇ。

のの
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＊ 総 合 健 康 相 談 ＊
保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日 程 木曜日(祝日除く) ◆時 間 ８時半～17時
☎ 080－1142－8080（保健師直通）

＊ 傾 聴 サ ロ ン ＊
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日 程 10月22日(火)、

11月27日(水)
◆場 所 健康増進センター
◆時 間 13時～15時

※申込み不要。
時間内にいつでも
どうぞ。

親子クッキングのお知らせ
野辺地町食生活改善推進員会が主催となり、親子クッキングを開催します。親子でお弁当づくりをとお
して、バランスの良い食事について学ぶ内容です。
〇日 時 １１月２日（土）１０時～１２時
〇場 所 健康増進センター お弁当の内容
〇対 象 町内小学校の児童とその保護者 彩りサンドイッチ ピクルス
〇内 容 ・朝ごはんについてのお話 りんごのデザート

・サンドイッチのお弁当づくり
〇持ち物 うち履き エプロン 三角巾 持ち帰り容器

※作ったものは持ち帰りになりますので、入れ物をご用意ください。
〇参加料 無料
〇定 員 先着 親子ペア１０組で締め切り

野辺地町で受診の多い高血圧予防と改善をテーマに、“減塩塾”を下記の内容で開催します。

〇定 員：各回先着１２名です。開催日の１週間前で締め切ります。
〇場 所：健康増進センター 〇参加料：３００円 ★健康づくりポイント制度の対象です。
〇持ち物：筆記用具 エプロン 三角巾（バンダナ等でも可）健康手帳

※自宅で作った汁物の塩分測定ができます。ご希望の方は、お持ちください。
〇対象者：ご興味のある方は、どなたでもご参加いただけます。（保険証の区分や年齢制限はなし）
※試食については、感染症の状況をみて、持ち帰りになるかの判断になります。ご了承ください。

月 日 時 間 講 義 調理実習
１回目 １１月１３日(水) １０～１２時 高血圧と生活習慣病 減塩のポイント

１１月２６日(火) 〃 高血圧予防と改善のポイント 野菜の取り入れ方２回目

ンンのお知らせンンのお知らせンンのお知らせ
町では、高齢者インフルエンザ予防接種料金の一部を助成します。
対 象：昭和３４年９月３０日以前に生まれ、町に住所を有する方。

【対象者には９月中旬に案内を郵送しています。】
※この予防接種は、ご本人が希望する場合にのみ行います。接種を希望される場合はお送りし
た書類を持参し、予防接種をしてください。

実施期間：令和６年１０月１日～令和７年１月３１日
※接種開始時期は、実施機関により異なります。

接種場所：町が契約している医療機関（郵送された案内をご覧ください。）
助 成 額：接種費用のうち一人当たり１，０００円。

健康づくりワークショップ“減塩塾”のお知らせ
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※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康づくり課まお問合せください。
※母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康づくり課にて発行します。事にご予約のうえお越しください。

＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
(080-1142-8080)

月～金曜日
（祝日を除く）
８時半～17時
※職員不在の際は
折返し対応させ
ていただく場合
があります。

妊婦、産婦、育児中の方､
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
(080-1142-8080)

思春期はればれ相談
(080-1142-8080)

木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

(＃8000または
017－722－1152)

平日：午後７時～
翌朝午前８時

土曜：午後１時～
翌朝午前８時

日祝：午後８時～
翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます｡

水害や地震などの災害が多い現代。い
ざという時に困らないよう、家庭の災害対
策について、考えてみましょう。
家庭での備えについて
①自宅を安全にしよう
◇大きな揺れがあった時、倒れてくる家具
や割れて飛散する物はありませんか？
◇家具を固定したり、戸棚へのロックやガ
ラス飛散防止フィルム等を活用しま
しょう。
②ライフラインを確保しよう
◇電気やガス、水道の停止に備えて、日用
品のほか、カセットコンロや携帯のモバ
イルバッテリー、非常用トイレ等も準備
しておきましょう。
③水と食料のストックを
◇お子さんにミルクを与えていれば、最低
７日分は備えを。
◇缶詰やフリーズドライ、レトルト食品、
ベビーフード、おやつ等の備蓄は、消費
しながら補充しましょう。
◇水は１人１日３Ｌを目安に。７～10日
分を目安に多めに準備しましょう。
④防災ハザードマップを確認しよう
◇妊婦さんや小さいお子さんがいるご家
庭は、避難に時間がかかることも。
◇町が作成した防災ハザードマップを確
認し、居住地域の状況や避難先への経路
等について確認しておきましょう。
◇家庭にハザードマップがない場合は
防災管財課で配布しています。

すくすくアドバイス

～イメージしよう！備えよう！～
家庭の災害対策について

日 事業名（対象者） 開始時間 場 所 備 考

3 ４か月児健診
(Ｒ６年５月６日～６月３日生まれ) ８時45分 野辺地病院

(小児科) 対象者には個別通知します。

23

７か月児健診（Ｒ６年３月・４月生まれ） 13時

健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。１０か月児健診（Ｒ５年１２月生まれ） 13時20分

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 13時40分 前日までに申込みが必要です。
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◆開設日：10月７日(月)、15日(火)
21日(月)、28日(月)

◆時 間：10時～14時

有戸地区はまなす
ふれあいセンター

◆開設日：10月３日、７日、10日、17日、
21日、24日、28日、31日

◆時 間：10時半～14時45分

※送迎はありませんのご注意ください。
また、ご利用の際は感染症対策にご協力
ください。

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！
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９
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日 曜 行 事 名
1 火
2 水
3 木 健：４か月
4 金 相：弁護士
5 土
6 日
7 月
8 火 相：人権
9 水
10 木 図：朗読の会
11 金
12 土
13 日
14 月 スポーツの日

15 火 相：行政
結核検診

16 水
相：年金
児：支援拠点事業
結核検診

日 曜 行 事 名
17 木 結核検診
18 金 結核検診
19 土 図：おはなし工房
20 日
21 月

22 火 児：避難訓練
傾聴サロン

23 水 健：７か月児・１０か月児
相：みんなのこども相談

24 木
25 金

26 土 児：ハロウィーン
図：おはなしサークル

27 日 野辺地町文化祭（芸能の部）
28 月
29 火 野辺地町小中学校音楽交歓会
30 水

31 木

図：館内整理（休館）
〆：町県民税（３期）
国保・後期・介護（４期）

定額減税補足給付金確認書返送、オンライン申請 期限※ 図：図書館 〆：納期限
健：健診児 児：児童館 相：相談

◆問合先
上十三・十和田湖広域定住自立圏
観光推進協議会事務局（十和田市商工観光課内）
☎0176－51－6771

定住自立圏観光ガイド
ＱＲコード

町税等の未納は延滞金が加算される場合があります
ので、納期限内に納付しましょう。

★十和田市
◆十和田湖ひめますスクラッチキャンペーン
・日 時 10月10日(木)～31日(木)
・場 所 十和田湖畔地区の十和田湖ひめます認証店
・内 容 十和田湖ひめます認証店で食事や宿泊をした人へ景品が当たるスク

ラッチカードを配布します。
・飲食店 税込み700円以上のメニュー１品につき１枚
・宿泊施設 １泊につき１人１枚

・問合先 十和田湖ひめますブランド推進協議会（十和田市とわだ産品販売戦略課内）
☎0176－51－6743

★六ヶ所村
◆石田泰尚ヴァイオリンリサイタル
・日 時 10月12日(土) 14時半開演（14時開場）
・場 所 六ヶ所村文化交流プラザスワニー
・内 容 孤高の超硬派ヴァイオリニスト・石田泰尚。その容姿からは想像つか

ない繊細でみずみずしい音楽性をお楽しみいただけます。
・料 金 一般 ：前売2,000円（当日3,000円）

高校生以下：前売1,000円（当日2,000円）
・問合先 六ヶ所村文化交流プラザスワニー

☎0175－72－3400

◆第３回ろくもっく！木育キャラバン inろっかしょ
～東京おもちゃ美術館がやってくる～
・日 時 10月19日(土)、20日(日) 10時～16時
・場 所 六ヶ所村文化交流プラザスワニー
・内 容 県内唯一の木育キャラバン開催です！また、キッチンカーなどが集ま

る「青空マーケット」や育児についての参加型講座「すくすく親子講
座」も同時開催し、子どもだけではなく大人も楽しめるイベントとなっ
ています。ぜひご家族そろってお越しください！

・問合先 六ヶ所村役場こども支援課
☎0175－72－8145

★おいらせ町
◆おいらせ町民駅伝
・日 時 10月６日(日)
・場 所 下田公園
・内 容 町民対抗駅伝
・問合先 おいらせ町社会教育・体育課

☎0178－56－4276

圏域内のイベント
やモデルコースな
どの情報を公開し
ています。

★秋田県小坂町
◆道の駅十和田湖 オープン（イベントも実施）
・日 時 10月12日(土) ※12、13日はイベント開催
・場 所 秋田県鹿角郡小坂町十和田湖生出
・内 容 十和田湖の西湖畔側の玄関口である「和井内地区」に道の駅が新設さ

れます。12日、13日は、ステージイベントや特産品のブースなどが出
店し、オープンを盛り上げます。

・問合先 鹿印合同会社
☎0186－29－2392（10月11日まで）
0176－27－1229（10月12日以降）

★三沢市
◆MISAWA BBQジャンボリー2024 ～地産地消みさわ～
・日 時 10月13日(日) ９時45分～15時半
・場 所 道の駅みさわ 斗南藩記念観光村

（谷地頭４丁目298－654）
・内 容 地元の新鮮でおいしいお肉や野菜を食べながら、魅力あふれる歌や音

楽を間近でお楽しみいただけます！前売り券の購入がお得です。詳細
は三沢市観光協会ホームページをご確認ください。

※会場には椅子の用意がございませんので必要な方はご持参ください。
・問合先 一般社団法人三沢市観光協会

☎0176－59－3009（先人記念館）

★六戸町
◆メイプルタウンフェスタ2024
・日 時 11月２日(土)、３日(日)
・場 所 六戸町総合体育館
・内 容 「一戸から九戸」までの特産品が一堂に集まる「戸のじまん市」に加

え、定住自立圏市町村のうまいものも大集合します。
・問合先 六戸町メイプルタウンフェスタ実行委員会

☎0176－55－2411
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